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小金井市長期計画起草委員会（「文化・生涯学習」「行政経営」第１回） 

 

日  時  令和元年９月１３日（金）午後２時００分～午後４時００分 

場  所  市民会館萌え木ホールＡ会議室 

出席委員  ４人 

 リーダー  竹之内 一 幸 委員 

 委 員   柳 沢   昴 委員  柴 田 彩千子 委員 

       吉 田 晶 子 委員 

欠席委員  １人 

 委 員   住 野 英 進 委員 

                                           

事務局  企画政策課長  梅原 啓太郎 

     企画政策課主任 前坂 悟史 

     企画政策課主任 金原 真紀子 

株式会社創建  左近 靖博 

                                           

傍聴者  ０人 

                                           

要点記録 

 

「文化・生涯学習」 

（説明文） 

・「交流」→国際交流、友好都市交流を意識した表現について検討する。 

・「学んだ成果を地域社会に適切にいかす」という意図を含めてはどうか。 

・「環境づくり」を「まちづくり」に変更してはどうか。 

 

（〇平和・人権・平等を尊ぶ意識の共有） 

・「国籍、性、年齢、障がい」→例示について、「宗教」を含めるかなど検討する。 

・「大切です」を「大切にします」に変更してはどうか。 

 

（〇誰もが芸術文化・学び・スポーツを楽しむまちづくり） 

・生涯学習について「趣味・教養、職業」と「地域貢献」の視点から捉え、取組方針を計３つ

にしてはどうか。 

・「きっかけになるものです」→主体的な表現を検討する。 



   

 

－２－ 

・「豊かな」が多用されている。「自分らしい人生」などと表現を変更してはどうか。 

・「環境づくり」を「まちづくり」に変更してはどうか。 

 

「行政経営」 

（説明文） 

・「持続可能で選ばれるまち」に前向きな表現（魅力等）を加えてはどうか。 

 

（〇ともに歩むオープンな行政の実現） 

・「公開・発信」を「発信・公開」に変更してはどうか。 

・「双方向」→２者間のイメージがあるため、表現を検討する。 

・「協働」→表現（協創等）を検討する。 

・「更に」を「さらに」に変更してはどうか。 

 

（〇シビックプライドの醸成と魅力の発信） 

・「対外的に」を削除してはどうか。 

・新しい魅力を発掘していくような表現を加えてはどうか。 

 

（〇持続可能な行財政運営） 

・財政健全化に向けた取組が重要であり、表現や記載順について検討する。 

・「公共施設マネジメント」→公共施設に限定する必要はないと思う。行財政改革もマネジメ

ントの一つであり、表現を検討する。 

・「新たな行政課題に迅速かつ的確に対応」を「情報化を始めとする社会の変化や行政課題に

柔軟に対応」と変更してはどうか。 


